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今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 数学 I(数学 I) 2 教科書 :高等学校数学 I[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ね らい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

するぅ

(1)数 と式,図形と計量,二次関数及びデ‐夕の分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに,事象を数学化 したり,数学的に解釈 したり,数学的に表現・処理 したりする技

能を身に付けるようにする。

(2)命題の条件や結論に着日し,数や式を多面的にみたり目的にAじ て適切に変形したりする力,図形

の構成要素間の関係に着日し,図形め性質や計量について論理的に考察し表現する力,関数関係に

若日し,事象を的確に表現 してその特徴を表,式,グラフを相互に関連付けて考察する力,社会の

事象などから設定した問題について,データの散らばりや変量間の関係などに岩日し,通切な手法

を選択 して分析を行い,問題を解決したり,解決の過程や結果を批判的に考察したり判断したりす

る力を基う。

(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度,問題解決の過程を振 り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

Sコ ース (習熱度別)での投業です。

1回の投業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数と式,図形と計量,二次関数及 1命題の条件や結論に着日し,数や
i・ 数学のょさを認識し数学を活用

びデータの分析についての基本的 1式 を多面的にみたり目的に庵じて
|し

ようとしたり,粘 り強く考え数
な概念や原理Ⅲ法則を体系的に理樋切に変形したりする力,図形の 1学的論拠に基づき判断しようとし

ている。          俸成要素間の関係に若日し,図形 |た りしている。

象を数学化したり,数学的に |の 性質や計量について論理的に考 |・ 問題解決の過程を振り退って考

したり,数学的に表現・処理 1察 し表現する力,関数関係に着目 1察 を深めたり,評価・改善したり

したりすることに関する技能を身 |し ,事象を的確に表現してその特

に付けている。         緻 を表,式,グラフを相互に関連

しようとしている。

解決の過程や結果を批判的に考察

けて考察する力,社会の事象な

分析を行い,問題を解決 したり,

・ 事

し

し判断 したりする力を身に付けて

いる。

どから設定した問題について,デ
ータの散らばりや変量間の関係な

どに着日し,適切な手法を選択し

育てたい生徒棟

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教養カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

珂ヽテス ト

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シ‐ ト



学期 学習内容
学習の到違日標

知識・技能   i  思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

前
期

数と式

集合と命題

・数を実数まで拡張する

意義を理解するとともに,

簡単な無理数の計算をす

ることができる。
・二次の乗法公式や因数

分解の公式を通切に用い

て計算をすることができ

る。
・不等式に解の意味や不

等式の性質について理解

するとともに,一次不等式

の解を求めることができ

る。
・集合と命題 に関する基

本的な概念を理解してい

る。

・問題を解決する際に,既
に学習した計算の方法と

関連付けて,式 を多面的
に捉えたり目的に庵じて

通切に変形したりすること

ができる。
・一次不等式を解く方法

や不等式の性質を基にィ

次不等式を解く方法を考

察することができる。
・日常の事象や社会の事

象などを数学的に捉え,

一次不等式を問題解決に

活用することができる。
・集合の考えを用いて命

題を論理的に考察し,簡

単な命題の証明をするこ

とができる。

・事象を数と式,集合と命

題の考えを用いて考察す

るよさを認識し,問題解決

にそれらを活用しようとし

たり,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しようし

たりしている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

二次関数 ・二次関数の値の変化や

グラフの特徴について理

解している。
・二次 関数の最 大値 や

最小値を求めることがで

きる。
・二次方程式の解と二次

関数のグラフとの関係に

ついて理解している。

・二次不等式の解と二次

関数のグラフとの関係に

ついて理解し,二次関数

のグラフを用いて二次不

等式の解を求めることが

できる。

・二次関数の式とグラフと

の関係について,コ ンピュ

ータなどの情報機器を用
いてグラフをかくなどして

多面的に考察することが

できる。
・二つの数量の関係に若

日し,日 常の事象や社会

の事象などを数学的に捉

え,問題を解決したり,解

決の過程を振り退って事

象の数学的な特徴や他の

事象との関係を考察した

りすることができるc

・事象を二次関数の考え

を用いて考察するよさを認

識し,問題解決にそれらを

活用しようとしたり,粘り強

く考え数学的論拠に基づ

き判断しようしたりしてい

る。

・問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

図形と計量 ・鋭角の三角比の意味と

相互関係について理解 し

ている。
・三角比を鈍角まで拡張

する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用

いて鈍角の三角比の値を

求める方法を理解してい

る。

・正弦定理や余弦定理に

ついて三角形の決定条件

や二平方の定理と関連付

けて理解している。
・工弦定理や余弦定理な

どを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさなどを

求めることができる。

・図形の構成要素間の

関係について三角比を用
いて表現し,定理や公式と

して導くことができる。
・図形の構成要素間の

関係に若日し,日 常の事

象や社会の事象などを数

学的に捉え,問題を解決

したり,解決の過程を振

り返って事象の数学的な

特徴や他の事象との関係
を考察したりすることがで

きる。

・事象を図形と計量の考

えを用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれら

を活用しようとしたり,粘
り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。



データの分析 ・分散,標準偏差,散布図

及び相関係数の意味や

その用い方を理解してい

る。
・コンピュータなどの情報

機器を用いるなどして,デ
ータを表やグラフに整理

したり,分散や標準偏差

などの基本的な統計量

を求めたりすることができ

る。
・具体的な事象において

仮説検定の考え方を理解

している。

・データの散 らばり具合

や傾向を数値化する方

法を考察することができ

る。
・目的にAじて複数の種

類のデータを収集し,述
切な統計量やグラフ,手

法などを選択して分析を

行い,データの傾向を把

握して事象の特徴を表現

することができる。
・不確実な事象の起こりや

すさに若 日し,主 張の妥

当性について,実験などを

通して判断したり,批判

的に考察したりすることが

できる。

・事象をデータの分析の

考えを用いて考察するよさ

を認識し,問題解決|こそれ

らを活用しようとしたり,粘

り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

していると    ヽ

・問題解決の過程を振り

退つて考察を深めたり,評

価。改善したりしようとして

とヽる。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

数学 数学 I(数学 I) 教科書 :高等学校数学 I[数研出版]

副執材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ね らい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)数 と式,図形と計量,二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,数学的に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにする。

(2)命題の条件や結論に着日し,数や式を多面的にみたり目的に庵じて通切に変形したりする力,図形

の構成妥煮間の関係に着目し,図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力,関数関係に

着日し,事象を的確に表現してその特徴を表,式,グラフを相互に関連付けて考察する力,社会の

事象などから設定した問題について,データの散らばりや変量間の関係などに着日し,適切な手法

を選択して分析を行い,問題を解決したり,解決の過程や結果を批判的に考察したり判断したりす

る力を姿う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度,問題解決の過程を振 り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。

授業形態

ア ドバイス

など

Uコ ース (習熱度別)での投業です。

1回の投業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数と式,図形と計量,二次関数及,題の条件や結論に岩目し,数や
式を多面的にみたり目的に庵じて

適切に変形 したりする力,図形の

構成要素間の関係に着日し,図形

の性質や計量について論理的に考

察し表現する力,関数関係に着目

し,事象を的確に表現してその特
l徴を表,式,グラフを相互に関連

1付 けて考察する力,社会の事象な

|どから設定した問題について,デ
|一 夕の散らばりや変量間の関係な

|どに着日し,迫切な手法を選択し

|て
分析を行い,問題を解決したり,

解決の過程や結果を批判的に考察

卜判断したりする力を身に付けて

Iい る。

しようとしている。

付けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

・事象を数学化 したり,数学的に

したり,数学的に表現・処理

したりすることに関する技能を身

データの分析についての基本的

概念や原理・法則を体系的に理

している。

|し
ようとしたり,粘 り強く考え数

1学的論拠に基づき判断 しようとし

|た りしている。

I・ 問題解決の過程を振 り退って考

1察 を深めたり,評価・改善 したり

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教養カ

考えるカ

思考カ

課題解決能力

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   1  思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

図形と計量 ・鋭角の三角比の意味と

相互関係について理解し

ている。
・三角比を鈍角まで拡張

する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用

いて鈍角の三角比の値を

求める方法を理解してい

る。

・正弦定理や余弦定理に

ついて三角形の決定条件

や二平方の定理と関連付

けて理解している。
・正弦定理や余弦定理な

どを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさなどを

求めることができる。

・図形の構成要素間の

関係について三角比を用
いて表現し,定理や公式と

して導くことができる。
・図形の構成晏茉間の

関係に着日し,日 常の事

象や社会の事象などを数

学的に:足 え,問 題を解決

したり,解決の過程を振り

退って事象の数学的な特

徴や他の事象との関係を

考察したりすることができ

る。

・事象を図形と計量の考

えを用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれら

を活用しようとしたり,粘
り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。

・問題解決の過程 を振り

返って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

データの分析 ・分散,標準偏差,散布図

及び相関係数の意味や

その用い方を理解してい

る。
・コンピュータなどの情報

機器を用いるなどして,デ
ータを表やグラフに整理

したり,分散や標準偏差

などの基本的な統計量

を求めたりすることができ

る。
・具体的な事象において

仮説検定の考え方を理解

している。

・データの散 らばり具合

や傾向を数値化する方

法を考察することができ

る。
・目的にAじて複数の種

類のデータを収集し,適
切な統計量やグラフ,手
法などを選択して分析を

行い,データの傾向を把

握して事象の特徴を表現

することおぐできる。
・不確実な事象の起こりや

すさに若日し,主 張の妥

当性について,実験などを

通して判断したり,批 判

的に考察したりすることが

できる。

・事象をデータの分析の

考えを用いて考察するよさ

を認識し,問題解決にそれ

らを活用しようとしたり,粘

り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程 を振り

返つて考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

と`る。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 I年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 数学Ⅱ (数学Ⅱ) I

教科書 :高等学校数学Ⅱ[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)い ろいろな式,図形と方程式,指数関数 。対数関数,三角関数 及び微分・積分の考えについての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,

数学的に表現・処理 したりする技能を身に付けるようにする。

(2)数の範田や式の性質に若日し,等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力,座
標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し,方程式を用いて図形を簡潔 。明昧・的確に表

現したり,図形の性質を論理的に考察したりする力,関数関係に着日し,事象を的確に表現 してそ

の特徴を数学的に考察する力,関数の局所的な変化に若日し,事象を数学的に考察したり,問題解

決の過程や結果を振 り退って統合的 。発展的に考察したりする力を基う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を基う。

授業形態

ア ドバイス

など

Sコ ース (習熱度別)での投業です。

1回 の授業で平均 して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎日持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 1    思考・判断・表現   1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

。いろいろな式,図形と方程式,指

数関数・対数関数,三角関数及

び微分・積分の考えについての

基本的な概念や原理・ 法則を体

系的に理解している。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

数の範囲や式の性質に着日し,

等式や不等式が成 り立つこと

などについて論理的に考察す

る力,座標平面上の図形につい

て構成要素間の関係に着目し,

方程式を用いて図形を簡潔・明

瞭・的確に表現したり,図形の

性質を論理的に考察 した りす

る力,関数関係に着日し,事象

を的確に表現 してその特徴を

数学的に考察する力,関数の局

所的な変化に着日し,事象を数

学的に考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り退うて統合

的・発展的に考察したりするカ

を身に付けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づき判断

しようとしたりしている。

・問題解決の過程 を振 り退 って

考察を深めたり,評価・改善 し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

課題解決能力

学びに向かうカ

考えるカ

思考カ

主な

評価方法

定期考査

Jヽ テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト

定期考査

小テス ト



学期 学習内容
学習の到注目標

知識・技能   i  思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

後
期

式と証明 ・二次 の乗法 公式及 び

因数分解の公式を理

解 し,そ れ らを用いて

式の展 開や因数分解

をすることができる。
・多項 式の除法や分数

式の四則計算の方法

について理解 し,簡 単

な場 合 について計算

をすることができる。

・式の計算の方法を既に

学習した数や式の計算
と関連付け多面的に考

察することができる。
・実数の性質や等式の性

質,不等式の性質などを

基に,等 式や不等式が

成り立つことを論理的
に考察し,証明すること

ができる。
・日常の事象や社会の事

象などを数 学 的に捉

え,方 程式を問題解決
に活用することができ

る。

事象をいろいろな式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりして七ヽる。

問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

複素数と方程式 ・数を複茉数まで拡張す

る意義を理解 し,複 未

数の四則計算をすること

ができる。
・二次方程 式の解の種

類の判別及び解と係数
の関係について理解して

と`る。
・因数定理について理解

し,簡 単な高次方程式
について因数定理など

を用いてその解を求める

ことができる。

図形と方程式 ・座標を用いて,平 面上

の線分を内分する点,外

分する点の位 置や二

点間の距離を表すこと

ができる。
・座標平面上の直線や

円を方程式で表すこと

ができる。
i軌跡について理解し,簡

単な場合について軌跡

を求めることができる。
・簡単な場合について,不

等式の表す領域 を求

めたり領域を不等式で

表したりすることができ

る。

座標平面上の図形につ

いて構 成要素間の関

係に者 日し,そ れを方

程式を用いて表現し,

図形の性質や位置関

係について考察すること

ができる。
・数量と図形との関係など

に着日し,日 常の事象
や社会の事象などを数

学的に捉え,コ ンピュー

タなどの情報機器を用
いて軌跡や不等式の表

す領域を座標平面上に

表すなどして,問題解決

に活用したり,解決の過

程を振り退って事象の

数学的な特徴や他の事

象との関係を考察した

りすることができる。

・事象を図形と方程式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりしているc

。問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 十年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 数学Ⅱ (数学Ⅱ)
教科書 :高等学校数学Ⅱ[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(I)い ろいろな式,図形と方程式,指数関数・対数関数,三角関数 及び微分・積分の考えについての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,事象を数学化したり,数学的に解釈したり,

数学的に表現・処理 したりする技能を身に付けるようにする。

(2)数の範囲や式の性質に着日し,等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力,座
標平面上の図形について構成要素間の関係に着日し,方程式を用いて図形を簡潔 。明昧・的確に表

現 したり,図形の性質を論理的に考察したりする力,関数関係に着日し,事象を的確に表現してそ

の特徴を数学的に考察する力,関数の局所的な変化に着日し,事象を数学的に考察したり,問題解

決の過程や結果を振り返つて統合的・発展的に考察したりする力を基うc

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り退つて考察を深めたり,評価 。改善 したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。

投業形態

ア ドパイス

など

Uコ ース (習熱度別)での投業です。

1回の投業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎日持つてきましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

。いろいろな式,図形と方程式,指

数関数・対数関数,三角関数及

び微分・積分の考えについての

基本的な概念や原理・ 法則を体

系的に理解 している。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

数の範囲や式の性質に着日し,

等式や不等式が成 り立つこと

などについて論理的に考察す

る力,座標平面上の図形につい

て構成要素間の関係に若日し,

方程式を用いて図形を簡潔・明

昧・的確に表現 したり,図形の

性質を論理的に考察 したりす

る力,関数関係に岩目し,事象

を的確に表現 してその特徴を

数学的に考察する力,関数の局

所的な変化に着日し,事象を数

学的に考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り退って統合

的・発展的に考察したりするカ

を身に付けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づき判断

しようとしたりしている。

・問題解決の過程 を振 り退って

考察を深めたり,評価・改善 し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教拳カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

考えるカ

思考 カ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト

定期考査

小テス ト



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   1  思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

式と証明 ・二次の乗法公 式及 び

因数分解の公式を理

解 し,そ れらを用いて

式の展 開や因数分解

をすることができる。
i多 項 式の除法や分数

式の四則計算の方法

について理解 し,簡 単

な場合 について計算

をすることができる。

・式の計算の方法を既に

学習した数や式の計算

と関連付け多面的に者

察することができる。
・実数の性質や等式の性

質,不等式の性質などを

基 に,等 式や不等式が

成 り立つことを論理 的

に考察し,証 明すること

ができる。
・日常の事象や社会の事

象 な どを数 学 的 に捉

え,方程式を問題解決

に活 用することができ

る。

・事象をいろいろな式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりしている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

複素数と方程式 ・数を複末数まで拡張す

る意義を理解 し,複 素

数の四則計算をすること

ができる。
・二次方程式の解の種

類の判別及び解と係数

の関係について理解して

と`る。
・因数定理について理解

し,簡 単な高次方程式
にっいて因数定理など

を用いてその解を求める

ことが
‐
できる。

図形と方程式 ・座標 を用いて,平 面上

の線分を内分する点,外

分する点の位 置やニ

点間の距離を表すこと

おぐできる。
・座標平面上の直線や

円を方程式で表すこと

ができる。
・軌跡について理解し,簡

単な場合について軌跡

を求めることができる。
・簡単な場合について,不

等式の表す領域 を求

めたり領域を不等式で

表したりすることができ

る。

・座標平面上の図形に

ついて構成要素間の関

係に若 日し,それを方

程式を用いて表現し,

図形の性質や位置関

係について考察するこ

と力゙できる。
・数量と図形との関係な

どに若 日し,日 常の事

象や社会の事象などを

数学的に捉え,コ ンピュ

ータなどの情報機器を

用いて軌跡や不等式の

表す領域を座標平面上

に表すなどして,問題解

決に活用したり,解決

の過程を振り退って事

象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考

察したりすることができ

る。

・事象を図形と方程式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりしている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。



三角関数 ・角の概念を一般角まで

拡張する意義や弧度

法による角度の表し方

について理解している。
・三角関数の値の変化や

グラフの特徴について

理解している。
・三角関数の相互関係な

どの基本的な性質を理

解している。
・三角関数の加法定理

や2倍角の公式,三 角

関数の合成について理

解している。

・三角関数に関する様々

な性質について考察す

ることができる。
・三角関数の加法定理

から新たな性質を導く
ことができる。

・三角関数の式とグラフ

の関係について多面的
に考察することができ

る。
・二つの数量の関係に着

日し,日 常の事象や社

会の事象などを数学

的に捉え,問題を解決

したり,解決の過程を

振り返って事象の数学

的な特徴や他の事象
との関係を考察したり

することができる。

・事象を三角関数の考え

を用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれ

らを活用しようとしたり,

粘り強く考え数学的論拠

に基づき判断しようとし

たりしている。
・問題解決の過程 を振 り

返って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

後
期

指数関数と対数関数 ・指数を正の整数から有

理数へ拡張する意義を

理解し,指数法則を用い

て数や式の計算をするこ

とができる。
・指数関数の値の変化や

グラフの特徴について理

解している。
・対数の意味とその基本

的な性質について理解

し,簡単な対数の計算を

することができるc

・対数関数の値の変化や

グラフの特徴について理

解している。

・指数と対数を相互に関

連付けて考察することが

できる。
・指数関数及び対数関

数の式とグラフの関係に

ついて,多 面的に考察す

ることができる。
・二つの数量の関係に着

日し,日 常の事象や社会

の事象などを数学的に

捉え,問題を解決したり,

解決の過程を振り退つて

事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考

察したりすることができ

る。

・事象を指数関数・対数関

数の考えを用いて考察す

るよさを認識し,問題解

決にそれらを活用しよう

としたり,粘 り強く考え数

学的論拠に基づき判断

しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,

評価。改善したりしようと

している。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 十年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 数学 A 2 教科書 :高等学校数学 A[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノートE数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)図形の性質,場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,

数学と人間の活動の関係について認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,数学的

に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)図形の構成要素間の関係などに着日し,図形の性質を見いだし,論理的に考察する力,不確実な事

象に着目し,確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力,数学と人間の活動との

関わりに者日し,事象に数学の構造を見いだし,数理的に考察する力を基う。

(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度,問題解決の過程を振り返って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

Lコ ース (習熱度別)での授業です。

1回の授業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 I    思考・判断・表現   1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

。図形の性質,場合の数と確率に

ついての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解 している。

・数学と人間の活動の関係につい

て認識を深めている。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

図形の構成要素関の関係など

に着日し,図形の性質を見いだ

し,論理的に考察する力,不確

実な事象に着日し,確率の性質

などに基づいて事象の起 こり

やすさを判断する力,数学と人

間の活動との関わりに若目じ,

事象に数学の構造を見いだし,

数理的に考察する力を身に付

けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く考え

数学的論拠に基づき判断しよう

としたりしている。

・問題解決の過程を振 り退って

考察を深めたり,評価・改善し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質t能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能   1  思考・判断・表現  i 主体的に学習に取り組

前
期

場合の数と確率 ・集合の要素の個数に関

する基本的な関係や和の

法則,積の法則などの数

え上げの原則について理

解している。
・具体的な事象を基に順

列及び組合せの意味を理

解し,順列の総数や組合
せの総数を求めることが

できる。
・確率の意味や基本的な

法則についての理解を深

め,それらを用いて事象の

確率や期待値を求めるこ

とができる。
・独立な試行の意味を理

解し,独立な試行の確率

を求めることができる。
・条件付き確率の意味を

理解し,簡 単な場合につ

いて条件付き確率を求め

ることができる。

・事象の構造などに着 目

し,場合の数を求める方

法を多面的に考察するこ

とができる。
・確率の性質や法則に着

日し,確率を求める方法を

多面的に考察することが

できる。

:確率の性質などに基づ

いて事象の起こりやすさを

判断したり,期待値を意思

決定に活用したりすること

ができる。

・事象を場合の数や確率
|

の考えを用いて考察する

よさを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的論

拠に基づき判断しようとし

たりしている。
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

図形の性質 ・三角形に関する基本的

な性質にういて理解して

いる。
・円に関する基本的な性

質について理解している。
・空間図形に関する基本

的な性質について理解し

ている。

。図形の構成要素間の

関係や既に学習した図形

の性質に若日し,図 形の

新たな性質を見いだし,そ

の性質について論理的に

考察したり説明したりする

ことができる。
・コンピュータなどの情報

機器を用いて図形を表す

などして ,図 形の性質や

作図について統合的・発

展的に考察することがで

きる。

・事象を図形の性質の考

えを用いて考察するよさを

認識し,問題解決 :こ それら

を活用しようとしたり,粘
り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。

・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

数学と人間の活動 ・数量や図形に関する概

念などと人間の活動の

関わりについて理解して

いる。
・数学史的な話題,数理

的なゲームやパズルなど

を通して,数学と文化との

関わりについて理解して

いる。

・数量や図形に関する概

念などを,関趙に基づいて

発展させ考察することが

できる。
・パズルなどに数学的な

要素を見いだし,目 的に

應じて数学を活用して考

察することができる。

・人間の活動における数

学のよさを認識し,様々

な場面で数学を活用しよ

うとしたり,粘 り強く考え数

学的論拠に基づき判断し

ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科 日名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 数学 A(数学 A) 2 教科書 :高等学校数学 A[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)図 形の性質,場合の数と確率につぃての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,

数学と人間の活動の関係にっいて認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,数学的

に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)図 形の構成要素間の関係などに着日し,図形の性質を見いだし,論理的に考察する力,不確実な事

象に着日し,確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力,数学と人間の活動との

関わりに着日し,事象に数学の構造を見いだし,数理的に考察する力を碁う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度,問題解決の過程を振 り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を養う。

投業形態

ア ドバイス

など

Rコ ース (習熱度別)での投業です。

1口の投業で平均して,3～ 4ぺ
=ジを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 1   思考・判断・表現   1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・図形の性質,場合の数と確率に

ついての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解 している。

・数学と人間の活動の関係につい

て認識を深めている。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現
`処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

図形の構成要素間の関係など

に岩目し,図形の性質を見いだ

し,論理的に考察する力,不確

実な事象に若日し,確率の性質

などに基づいて事象の起 こり

やすさを判断する力,数学と人

間の活動との関わりに若日し,

事象に数学の構造を見いだし,

数理的に考察する力を身に付

けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く考え

数学的論拠に基づき判断 しよう

としたりしている。

・問題解決の過程 を振 り返 って

考察を深めたり,評価・改善 し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教獲カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り返 り

今後の改善シー ト



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   1  忌考・判断・表現  i 主体的に学習に取り組

前
期

場合の数と確率 ・集合の要素の個数に関

する基本的な関係や和の

法則,積の法則などの数

え上げの原則について理

解している。
・具体的な事象を基に順

列及び組合せの意味を理

解し,順列の総数や組合
せの総数を求あることが

できる。
・確率の意味や基本的な

法則についての理解を深

め,それらを用いて事象の

確率や期待値を求めるこ

とができる。
・独立な試行の意味を理

解し,独立な試行の確率

を求めることができる。
・条件付き確率の意味を

理解し,簡 単な場合につ

いて条件付き確率を求め

ることができる。

・事象の構造などに若 目

し,場合の数を求める方

法を多面的に考察するこ

とができる。
・確率の性質や法則に着

目し,確率を求める方法を

多面的に考察することが

できる。
・確率の性質などに基づ

いて事象の起こりやすさを

判断したり,期待値を意思

決定に活用したりすること

ができる。

・事象を場合の数や確率

の考えを用いて考察する

よさを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的論

拠に基づき判山iしようとし

たりしている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

図形の性質 ・三角形に関する基本的

な性質について理解 して

いる。

・円に関する基本的な性

質について理解している。
・空間図形に関する基本

的な性質について理解し

ている。

・図形の構成晏乗間の

関係や既に学習した図形
の性質に着目し,図 形の

新たな性質を見いだし,そ

の性質について論理的に

考察したり説明したりする
ことができる。
・コンピュータなどの情報

機器を用いて図形を表す

などして,図形の性質や作

図について統合的・発展

的に考察することができ

る。

・事象を図形の性質の考

えを用いて考察するよさを

'認
識し,問題解決にそれら

を活用しようとしたり,粘 り

強く考え数学的論拠に基

づき判断しようとしたりし

ている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

数学と人間の活動 ・数量や図形に関する概

念などと人間の活動の

関わり:こ ついて理解して

いる。

・数学史的な話題 ,数理

的なゲームやパズルなど

を通して,数学と文化との

関わりについて理解して

いる。

・数量や図形に関する概

念などを,関 ,こに基づいて

発展させ考察することが

できる。
・パズルなどに数学的な

要素を見いだし,目 的に

庵じて数学を活用して考

察することができる。

・人間の活動における数

学のよさを認識 し,様々

な場面で数学を活用しよ

うとしたり,粘 り強く考え数

学的論撫に基づき判断し

ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り

退つて考察を深めたり,評

価。改善したりしようとして

いる。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 I年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 数学 B
教科書 :高等学校数学 B[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ね らい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)数列,統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,数学と社

会生活との関わりについて認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈したり,数学的に表現・

処理 したりする技能を身に付けるようにする。

(2)離散的な変化の規則性に若日し,事象を数学的に表現し考察する力,確率分布や標本分布の性質に

者日し,母集国の傾向を推測し判断したり,標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力,

日常の事象や社会の事象を数学化 し,問題を解決したり;解決の過程や結果を振り退ちて考察した

りする力を拳う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善 したりしようとする

態度や創造性の基礎を基う。

授業形態

ア ドバイス

など

Lコ ース (習熱度別)での授業です。

1回の投業で平均 して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 1   思考・判断・表現   | 主体的に学習に取り組む態度知識・技能

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・数列,統計的な推測についての

基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解 している。

・数学 と社会生活 との関わ りに

ついて認識を深めている。

・事象を数学化 したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

離散的な変化の規則性に着目

し,事象を数学的に表現し考察

する力,確率分布や標本分布の

性質に着日し,母集団の傾向を

推測し判断したり,標本調査の

方法や結果を批判的に考察 し

たりする力,日 常の事象や社会

の事象を数学化し,問題を解決

したり,解決の過程や結果を振

り退って考察 したりする力を

身に付けている。

・数学のよさを認識 し積極的に

数学を活用しようとしたり,粘
り強 く柔軟に考え数学的論拠

に基づき判断しようとしたりし

ている。

,問題解決の過程 を振 り退つて

考察を深めたり,評価・改善し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資賞・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

課題解決能力

学びに向かうカ

考えるカ

思考カ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り返 り

今後の改善シー ト

定期考査

小テス ト



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能 思者・半1」 断・表現  1 主体的に学習に取り組

後
期

数列 ・等差数列と等比数列に

ついて理解し,それらの

一般項や和を求めるこ

とができる。
・いろいろな数列の一般

項や和 を求める方法
について理解している。

・漸化式について理解し,

事象の変化をヽ
新化式

で表したり,簡 単な漸

化式で表された数列
の一般項を求めたりす

ることができる。
・数学的帰納法について

理解している。

・事象から離散的な変化

を見いだし,それらの変

化の規則性を数学的に

表現し考察することがで

きる。
・事象の再帰的な関係に

若 目し,日 常の事象や

社会の事象などを数学

的に捉え,数列の考え

を問題解決に活用する
ことができる。

・自然数の性質を見いだ

し,それらを数学的帰納

法を用いて証明するとと

もに,他の証明方法と比

較 し多面的に考察する
ことができる。

・事象を数列の考えを用
いて考察するよさを認識

し,問 題解決にそれらを

活用しようとしたり,粘 t,

強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程 を振り

返って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 数学 B(数学 8)
教科書 :高等学校数学 B[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノニ ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)数列,統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,数学と社

会生活との関わりについて認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈したり,数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)離散的な変化の規則性に着日し,事象を数学的に表現し考察する力,確率分布や標本分布の性質に

若目し,母集国の傾向を推測し判断したり,標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力,

日常の事象や社会の事象を数学化し,問題を解決したり,解次の過程や結果を振り返って考察した

りする力を基う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善 したりしようとする

態度や創造性の基礎を拳う。

投業形態

ア ドバイス

など

Rコ ース (習熱度別)での授業です。

1回 の投業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・数列,統計的な推測についての

基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解していると

・数学 と社会生活 との関わ りに

ついて認識を深めている。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

離散的な変化の規則性に若目

し,事象を数学的に表現し考察

する力,確率分布や標本分布の

性質に若日し,母集団の傾向を

推測し判断したり,標本調査の

方法や結果を批判的に考察 し

たりする力,日 常の事象や社会

の事象を数学化し,問題を解決

したり,解決の過程や結果を振

り退って考察 したりする力を

身に付けている。

・数学のよさを認識 し積極的に

数学を活用しようとしたり,粘
り強 く柔軟に考え数学的論拠

に基づき判断しようとしたりし

ている。

・問題解決の過程を振 り返って

考察を深めたり,評価・改善し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査 課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト

小テス ト



学期 学習内容
学習の到連目標

知識・技能   i  思考・判断・表現  i 主体的に学習に取り組

後
期

数列 ・等差数列と等比数列に

ついて理解し,それらの

ィ般項や和を求めるこ

とができる。
・いろいろな数列の一般

項や和 を求める方法

について理解している。
・漸化式について理解し,

事象の変化 を漸化式

で表 したり,簡 単な漸

化式で表された数列

の一般項を求めたりす

ることおドできる。
・数学的帰納法について

理解している。

・事象から離救的な変化

を見いだし,それらの変

化の規則性を数学的に

表現し考察することがで

きる。 |
・事象の再帰的な関係に

着 日し,日 常の事象や

社会の事象などを数学

的に捉え,数 列の考え

を問題解決に活用する
ことが

‐
できる。

・自然数の性質を見いだ

し,それらを数学的帰納

法を用いて証明するとと

もに,他の証明方法と比

較し多面的に考察する
ことができる。

・事象を数列の考えを用
いて考察するよさを認識
し,問題解決にそれらを

活用しようとしたり,粘り

強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問還解決の過程を振り

退つて考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 理数数学 I(数学 I) 2
教科書 :高等学校数学 I[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ね らい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)数 と式,図形と計量,二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに,事象を数学化したり,数学的に解罪尺したり,数学的に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにする。

(2)命題の条件や結論に者目し,数や式を多面的にみたり目的にAじ て通切に変形したりする力,図形

の構成妥煮関の関係に着日し,図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力,関数関係に

着目し,事象を的確に表現してその特徴を表,式,グラフを相互に関連付けて考察する力,社会の

事象などから設定した問題について,データの枚らばりや変量間の関係などに着日し,迫切な手法

を選択 して分析を行い,問題を解決したり,解決の過程や結果を批判的に考察したり判断したりす

る力を養う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度,問題解決の過程を振り返って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

Sコ ース (進度別)での投業です。             ′

I回の授業で平均 して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎日持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数と式,図形と計量,二次関数及,題の条件や結論に着日し,数や
|・ 数学のよさを認識し数学を活用

データの分析についての基本的 1式 を多面的にみたり目的にAじ て
|し

ようとしたり,粘 り強く奮え数

概念や原理・法則全体系的に理 1迫切に変形 したりする力,図形の 1学的論拠に基づき判断しようとし

・事象を数学化 したり,数学的に Iの 性質や計量について論理的に考 I!問題解決の過程を振り返って考

したり,数学的に表現・処理 1察 し表現する力,関数関係に者日 1察 を深めたり,評価・改善したり

しようとしている。

付けている。

解決の過程や結果を批判的に考察

けて考察する力,社会の事象な

している。 博成晏本間の関係に者日し,図形 |た りしている。

したりすることに関する技能を身

し判断したりする力を身に付けて

いる。

どから設定した問題について,デ
ータの散らばりや変量間の関係な

どに着日し,迫切な手法を選択し

て分析を行い,問題を解決したり,

|し ,事象を的確に表現してその特

徴を表,式,グラフを相互に関連

育てたい生徒像

(資質t能力)

との関連

理解カ

判断カ

教養カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

査

ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト

ス小 テ



学期 学習内容
学習の到違目標

知静虎・技能   i  患考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

数と式

集合と命題

・数を実数まで拡張する

意義を理解するとともに,

簡単な無理数の計算をす

ることおぐできる。
・二次の乗法公式や因数

分解の公式を通切に用い

て計算をすることができ

る。
・不等式の解の意味や不

等式の性質について理解

するとともに,一次不等式

の解を求めることができ

る。
・集合と命題に関する基

本的な概念を理解してい

る。

。問題を解決する際に,既

に学習した計算の方法と

関連付けて,式 を多面的

に捉えたり目的にAじ て

迫切に変形したりすること

カドできる。
・一次不等式を解く方法

や不等式の性質を基に一

次不等式を解く方法を考

察することができる。
・日常の事象や社会の事

象などを数学的に捉え,

一次不等式を問題解決に

活用することができる。
・集合の考えを用いて命

題 を論理的に考察し,簡

単な命題の証明をするこ

とができる。

・事象を数と式,集合と命

題の考えを用いて考察す

るよさを認識し,問題解決

にそれらを活用しようとし

たり,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しようし

たりしている。

・問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

二次関数 ・二次関数の値の変化や

グラフの特徴について理

解している。
・二次関数の最大値や

最小値を求めることがで

きる9

。二次方程式の解と二次

関数のグラフとの関係に

ついて理解している。
・二次不等式の解と二次

関数のグラフとの関係に

ついて理解し,二次関数
のグラフを用いて二次不

等式の解を求めることが

できる。

・二次関数の式とグラフと

の関係について,コ ンピユ

ータなどの情報機器を用
いてグラフをかくなどして

多面的に考察することが

できる。
・二つの数量の関係に着

日し,日 常の事象や社会
の事象などを数学的に捉

え,問 題を解決したり,解

決の過程を振り退つて事

象の数学的な特徴や他の

事象との関係を考察した

りすることができる。

・事象を二次関数の考え

を用いて考察するよさを認

識し,問題解決にそれらを

活用しようとしたり,粘 り強

く考え数学的論拠に基づ

き判断しようしたりしてい

る。

・問題解決の過程 を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

図形と計量 ・鋭角の三角比の意味と

相互関係について理解し

ている。
・三角比を鈍角まで拡張

する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用

いて鈍角の三角比の値を

求める方法を理解してい

る。

・正弦定理や余弦定理に

ついて三角形の決定条件

や三平方の定理と関連付

けて理解している。
・正弦定理や余弦定理な

どを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさなどを

求めることができる。

。図形の構成要素間の i

関係について三角比を用
いて表現し,定理や公式と

して導くことができる。
。図形の構成要素 間の

関係に岩目し,日 常の事

象や社会の事象などを数

学的に捉え,問題を解決

したり,解決の過程を振

り退って事象の数学的な

特徴や他の事象との関係

を考察したりすることがで

きる。|

・事象を図形と計量の考

えを用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれら

を活用しようとしたり,粘
り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程 を振 り

返つて考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。



・分散,標準偏差,散布図

及び相 関係数の意味や

その用い方を理解してい

る。
・コンピュータなどの情報

機器を用いるなどして,デ
r夕 を表やグラフに整理

したり,分 散や標準偏差

などの基本 的な統計量

を求めたりすることができ

る。
・具体的な事象において

仮説検定の考え方を理解

している。

や傾 向を数値 化する方

法を考察することができ

る。
・目的に薦じて複数の種

類のデータを収集し,適
切な統計量やグラフ,手

法などを選択 して分析 を

行い,データの傾向を把

握して事象の特徴を表現

することができる。
・不確実な事象の起こりや

すさに着 日し,主 張の妥

当性について,実験などを

通 して判断 したり,批 判

的に考察したりすることが

できる。

考えを用いて考察するよさ

を認識し,問題解決にそれ

らを活用しようとしたり,粘

り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程 を振り

返つて考察を深めたり,評

価。改善したりしようとして

と`る。

象 をア
~ 夕の分析の―夕の散 らばり具合

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 精

数学 理数数学 I(数学 I) 2 教科書 :高等学校数学 I[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)数 と式,図形と計量,二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,数学的に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにする。

(2)命題の条件や結論に若日し,数や式を多面的にみたり目的にAじ て迫切に変形したりする力,図形

の構成要素間の関係に着日し,図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力,関数関係に

着日し,事象を的確に表現 してその特徴を表,式,グラフを相互に関連付けて考察する力,社会の

事象などから設定した問題について,データの散らばりや変量間の関係などに着日し,通切な手法

を選択 して分析を行い,問題を解決したり,解決の過程や結果を批判的に考察したり判断したりす

る力を基う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

Uコ ース (進度別)での投業です。

1回の授業で平均 して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数と式,図形と計量,二次関数及 1命題の条件や結論に着日し,数や
|・ 数学のよさを認識 し数学を活用

―夕の分析についての基本的 1式 を多面的にみたり目的に庵じて |し ょぅとしたり,粘 り強く考え数

概念や原理・法則を体系的に理 樋切に変形したりする力,図形の 1学 的論拠に基づき判断しようとし

。事象を数学化したり,数学的に 1の 性質や計量について論理的に考 I・ 問題解決の過程を振 り退つて考

したり,数学的に表現・処理 1察 し表現する力,関数関係に若目 1察 を深めたり,評価・改善したり

したりすることに関する技能を身 |し ,事象を的確に表現してその特

に付けている。        撤を表,式 ,グラフを相互に関連

付けて考察する力,社会の事象な

|どから設定した問題について,デ
|― 夕の散らばりや変量間の関係な

|どに若日し,迫切な手法を選択 し

Iて分析を行い,問題を解洪したり,

解決の過程や結果を批判的に考察

|し 判断したりする力を身に付けて

Iい る。

しようとしている。

している。 俸成妥乗間の関係に岩日し,図形 |た りしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

図形と計量

データの分析

角の三角比の 味 と 。図形の構成要素間の

関係について三角比を用
いて表現し,定理や公式と

して導くことができる。
・図形の構成要素間の

関係に若日し,日 常の事

象や社会の事象などを数

学的に捉え,問 題を解決

したり,解決の過程を振

り返って事象の数学的な

特徴や他の事象との関係
を考察したりすることがで

きる。

・データの散 らばり具合

や傾 向を数値化する方

法を考察することができ

る。
・目的にAじて複数の種

類のデータを収集し,迫
切な統計量やグラフ,手

法などを選択して分析を

行い,データの傾向を把

握して事象の特徴を表現

することができる。
こ不確実な事象の起こりや

すさに若 日し,主 張の妥

当性について,実験などを

通して判断したり,批 判

的に考察したりすることが

できる。

・事象を 形と計量の考

えを用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれら

を活用しようとしたり,粘
り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

象 を ―夕の分析

相互関係について理解し

ている。
・三角比を鈍角まで拡張

する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用

いて鈍角の三角比の値を

求める方法を理解してい

る。
・工弦定理や余弦定理に

ついて三角形の決定条件

や三平方の定理と関連付

けて理解している。
・正弦定理や余弦定理な

どを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさなどを

求めることができる。

・分散,標 差,散布図

及び相関係数の意味や

その用い方を理解してい

る。
・コンピュータなどの情報

機器を用いるなどして,デ
ータを表やグラフに整理

したり,分散や標準偏差

などの基本的な統計量
を求めたりすることができ

る。
・具体的な事象において

仮説検定の考え方を理解
している。

考えを用いて考察するよさ

を認識し,問題解決|こそれ

らを活用しようとしたり,粘
り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 理数数学 I(数学Ⅱ)
教科書 :高等学校数学Ⅱ[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ね らい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(I)い ろいろな式,図形と方程式,指数関数・対数関数,三角関数 及び微分・積分の考えについての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,

数学的に表現・処理 したりする技能を身に付けるようにする。

(2)数の範囲や式の性質に着日し,等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力,座
標平面上の図形について構成要素間の関係に若日し,方程式を用いて図形を簡潔・明昧・的確に表

現 したり,図形の性質を論理的に考察したりする力,関数関係に着目し,事象を的確に表現してそ

の特徴を数学的に考察する力,関数の局新的な変化に着日し,事象を数学的に考察したり,問題解

決の過程や結果を振り退つて統合的・発展的に考察したりする力を基う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

Sコ ース (進度別)での投業です。

I回の投業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 1   思考・判断・表現   1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

。いろいろな式,図形と方程式と指

数関数・対数関数,三角関数及

び微分・積分の考えについての

基本的な概念や原理・ 法則を体

系的に理解 している。

・事象を数学化 したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

数の範囲や式の性質に着日し,

等式や不等式が成り立つこと

などについて論理的に考察す

る力,座標平面上の図形につい

て構成妻素間の関係に着目し,

方程式を用いて図形を簡潔・明

味・的確に表現 したり,図形の

性質を論理的に考察 したりす

る力,関数関係に着目し,事象

を的確に表現 してその特徴を

数学的に考察する力,関数の局

所的な変化に着日し,事象を数

学的に考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り込って統合

的 。発展的に考察したりするカ

を身に付けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づき判断

しようとしたりしている。

・問題解決の過程 を振 り退って

考察を深めたり,評価・改善し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

考えるカ

思考カ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後め改善シー ト

考査定期

小テス ト



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   i  思考 。判断・表現  i 主体的に学習に取り組

後
期

式と証明 ・二次の乗法公 式及 び

因数分解の公式を理

解 し,そ れらを用いて

式の展開や因数分解

をすることができる。
・多項 式の除法や分 数

式の四則計算の方法

について理解 し,簡 単

な場 合について計 算

をすることができると

・式の計算の方法を既に

学習した数や式の計算
と関連付け多面的に考

察することができる。
・実数の性質や等式の性

質,不等式の性質などを

基に,等 式や不等式が

成り立つことを論理的

に考察し,証 明すること

ができる。
・日常の事象や社会の事

象などを数 学的に捉

えj方 程式を問題解決
に活用することができ

る。

事象をいろいろな式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりしている。

問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,

評価 i改善したりしようと

している。

複乗数と方程式 ,数 を複素数まで拡張す

る意義を理解 し,複素

数の山則計算をすること

ができる。
・二次方程 式の解 の種

類の判別及び解と係数

の関係について理解して

いる。
・因数定理について理解

し,簡 単な高次方程 式

について因数定理など

を用いてその解を求める

ことができる。

図形と方程式 ・座標を用いて,平 面上

の線分を内分する点,外

分する点の位 置や二

点間の距離を表すこと

ができる。
・座標平面上の直線や

円を方程式で表すこと

ができる。
・軌跡について理解し,簡

単な場合について軌跡
を求めることができる。

・簡単な場合について,不

等式の表す領域 を求

めたり領域を不等式で

表したりすることができ

る。

・座標平面上の図形につ

いて構成要素間の関

係に着 日し,それを方

程式を用いて表現し,

図形の性質や位置関

係について考察するこ

とができる。
・数量と図形との関係など

に着目し,日 常の事象
や社会の事象などを数

学的に捉え,コ ンピユー

タなどの情報機器を用
いて軌跡や不等式の表

す領域を座標平面上に

表すなどして,問題解決
に活用したり,解決の過

程を振り退って事象の

数学的な特徴や他の事

象との関係を考察した

りすることができる。

・事象を図形と方程式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりしている。
!問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

していると

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 理数数学 I(数学Ⅱ)
教科書 :高等学校数学Ⅱ[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ね らい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(I)い ろいろな式,図形と方程式,指数関数・対数関数,三角関数 及び微分・積分の考えについての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)数の範囲や式の性質に着目し,等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力,座
標平面■の図形について構成要素間の関係に着日し,方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表

現したり,図形の性質を論理的に考察したりする力,関数関係に若目し,事象を的確に表現してそ

の特徴を数学的に考察する力,関数の局所的な変化に岩日し,事象を数学的に考察したり,問題解

決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を基う。

(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論撫に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を基う。

投業形態

ア ドパイス

など

Uコ ース (進度別)での投業です。

1回の授業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

,い ろいろな式,図形と方程式,指

数関数・対数関数,三角関数及

び微分・積分の考えについての

基本的な概念や原理・ 法則を体

系的に理解 している。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

数の範囲や式の性質に着日し,

等式や不等式が成 り立つこと

などにつぃて論理的に考察す

る力,座標平面上の図形につい

て構成妥末間の関係に着日し,

方程式を用いて図形を簡潔・明

昧・的確に表現したり,図形の

性質を論理的に考察 したりす

る力,関数関係に者日し,事象

を的確に表現 してその特徴を

数学的に考察する力,関数の局

所的な変化に若日し,事象を数

学的に考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り返って統合

的・発展的に考察したりするカ

を身に付けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づき判断

しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振 り返ちて

考察を深めたり,評価・改善 し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

1考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト



学期 学習内容
学習の到連目標

知識・技能 1  思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

式と説明 ・二次の乗法公式及び

関数分解の公式を連

解 し,そ れらを用いて

式の展開や因数分解

をすることができる。
・多項式の除法や分数

式の四則計算の方法

について理解し,簡 単

な場合について計算

をすることができる。

・式の計算の方法を既に

学習した数や式の計算
と関連付け多面的に考

察することができる。
・実数の性質や等式の性

質,不等式の性質などを

基に,等 式や不等式が

成り立つことを論理的
に考察し,証明すること

ができる。
・日常の事象や社会の事

象などを数 学 的に捉

え,方 程式を問題解決
に活用することができ

る。

・事象をいろいろな式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりしている。
・問題解決の過程を振り

退つて考泰を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

複景数と方程式 ・数を複素数まで拡張す

る意 義 を理 解 し,複 衆

数の四則計算をすること

ができる。
・二次 方程 式の解 の種

類の判別及び解と係数

の関係について理解して

いる。
・因数定理について理解

し,簡 単な高次方程式

について因数定理など

を用いてその解を求める

ことができる。

図形と方程式 ・座標を用いて,平 面上

の線分を内分する点,外

分する点の位 置やニ

点関の距離を表すこと

ができる。
・座標平面上の直線や

円を方程式で表すこと

ができる。
・軌跡について理解し,簡

単な場合について軌跡

を求めることができる。
・簡単な場合について,不

等式の表す領域 を求

めたり領域を不等式で

表したりすることができ

る。

・座標平面上の図形につ

いて構成要素間の関

係に着 目し,それを方

程式を用いて表現し,

図形の性質や位置関

係について考察するこ

とおこできる。
・数量と図形との関係など

に若日し,日 常の事象
や社会の事象などを数

学的に与足え,コ ンピュー

タなどの情報機器を用
いて軌跡や不等式の表

す領域を座標平面上に

表すなどして,問題解決
に活用したり,解決の過

程を振り退つて事象の

数学的な特徴や他の事

象との関係を考察した

りすることができる。

。事象を図形と方程式の

考えを用いて考察するよ

さを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的

論拠に基づき判断しよう

としたりしてヽヽる。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。



三角関数 ・角の概念を一般角まで

拡張する意義や弧度

法による角度の表し方

について理解している。
・三角関数の値の変化や

グラフの特徴について

理解している。
・三角関数の相互関係な

どの基本的な性質を理

解している。
・三 角関数の加 法定理

や2倍 角の公式,三 角

関数の合成について理

解している。

・三角関数に関する様々

な性質について考察する
ことができる。
・三角関数の加法定理

から新たな性質を導くこと

ができる。
・三角関数の式とグラフの

関係について多面的
に考察することができ

る。
・二つの数量の関係に若

日し,日 常の事象や社

会の事象などを数学

的に:足 え,問題を解決
したり,解決の過程を

振り退つて事象の数学

的な特徴や他の事象
との関係を考察したり

することができる。

・事象を三角関数の考え

を用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれ

らを活用しようとしたり,

粘り強く考え数学的論拠

に基づき判断しようとし

たりしている。
・問題解決の過程 を振り

退って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

後
期

指数関数と対数関数 L指 数を正の整数から有

理数へ拡張する意義を

理解し,指数法則を用い

て数や式の計算をするこ

とができる。
・指数関数の値の変化や

グラフの特徴について理

解している。
・対数の意味とその基本

的な性質について理解
し,簡 単な対数の計算を

すること力ぐできる。

・指数と対数を相互に関

連付けて考察することが

できる。
・指数関数及び対数関

数の式とグラフの関係に

ついてi多 面的に考察する
ことができる。
・二つの数量の関係に着

目し,日 常の事象や社会
の事象などを数学的に

捉え,問題を解決したり,

解決の過程を振り返って

・事象を指数関数・対数関

数の考えを用いて考察す

るよさを認識 し,問 題解

決にそれらを活用しようと

したり,粘 り強く考え数学

的論拠に基づき判断しよ

うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

・対数関数の値の変化や 1事象の数学的な特徴や
グラフの特徴について理 1他の事象との関係を考
解している。       1察 したりすることができる。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 理数数学 I(数学 A) 2 教科書 :高等学校数学 A[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ね らい

数学的な見方 `考 え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質 。能力を次のとおり育成

する。

(1)図 形の性質,場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,

数学と人間の活動の関係について認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,数学的

に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。         !
(2)図 形の構成要求間の関係などに岩日し,図形の性質を見いだし,論理的に考察する力,不確実な事

象に若日し,確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力,数学と人間の活動との

関わりに着日し,事象に数学の構造を見いだし,数理的に考察する力を基う。

(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

Lコ =ス (習熱度別)での投業です。

I回の投業で平均して, 3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましよう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょうロ

評価の観点 知識・技能 1   思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・図形の性質,場合の数と確率に

ついての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解 している。

・数学と人間の活動の関係につい

て言認識を深めている。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

図形の構成要素間の関係など

に若日し,図形の性質を見いだ

し,論理的に考察する力,不確

実な事象に着日し,確率の性質

などに基づいて事象の起 こり

やすさを判断する力,数学と人

間の活動との関わりに着日し,

事象に数学の構造を見いだし,

数理的に考察する力を身に付

けている。

・数学のよさを認識 し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く考え

数学的論拠に基づき判断 しよう

としたりしている。

・問題解決の過程 を振 り退って

考察を深めたり,評価・改善 し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査

小テス ト

課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   1  思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

場合の数と確率 ・集合の妻末の個数に関

する基本的な関係や和の

法則,積の法則などの数

え上げの原則について理

解している。
・具体的な事象を基に順

列及び組合せの意味を理

解し,順列の総数や組合
せの総数を求めることが

できる。
・確率の意味や基本的な

法則についての理解を深

め,それらを用いて事象の

確率や期待値を求めるこ

とができる。
・独立な試行の意味を理

解し,独立な試行の確率

を求めることができる。
・条件付き確率の意味を

理解し,簡 単な場合につ

いて条件付き確率を求め

ることお゙できる。

。事象の構造などに岩 日

し,場合の数を求める方

法を多面的に考察するこ

とができる。
・確率の性質や法則に着

日し,確率を求める方法を

多面的に考察することが

できる。
・確率の性質などに基づ

いて事象の起こりやすさを

判断したり,期待値を意思

決定に活用したりすること

ができる。

・事象を場合の数や確率

の考えを用いて考察する

よさを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的論

拠に基づき判断しようとし

たりしている。

・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

図形の性質 。三角形に関する基本的

な性質について理解して

いる。

・円に関する基本的な性

質について理解している。
・空間図形に関する基本

的な性質について理解し

ている。

・図形の構成要素間の

関係や既に学習した図形
の性質に着日し,図 形の

新たな性質を見いだし,そ

の性質について論理的に

考察したり説明したりする

ことができる。
・コンピュータなどの情報

機器を用いて図形を表す

などして,図形の性質や作

図について統合的・発展

的に考察することができ

るc

・事象を図形の性質の考

えを用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれら

を活用しようとしたり,粘 リ
強く考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりし

ている。
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

与`る。

数学と人間の活動 ・数量や図形に関する概

念などと人 間の活動の

関わり|こ ついて理解して

いる。
・数学史的な話題 ,数理

的なゲームやパズルなど

を通して,数学と文化との

関わりについて理解して

いる。

・数量や図形に関する概

念などを,関戯に基づいて

発展させ考察することが

できる。
・パズルなどに数学的な

要素を見いだし,目 的に

^じ

て数学を活用して考
察することができる。

・人間の活動における数

学のよさを認識し,様々

な場面で数学を活用しよ

うとしたり,粘 り強く考え数

学的論拠に基づき判断し

ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 理数数学 I(数学 A) 2 教科書 :高等学校数学 A[数研出版 ]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)図形の性質,場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,

数学と人間の活動の関係について認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈 したり,数学的

に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)図形の構成要素間の関係などに若日し,図形の性質を見いだし,論理的に考察する力,不確実な事

象に若日し,確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力,数学と人間の活動との

関わりに着目し,事象に数学の構造を見いだし,数理的に考察する力を基う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度,問題解決の過程を振 り退つて考察を深めたり,評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を獲う。

投業形態

ア ドバイス

など

Rコ ース (習熱度別)での投業です。

1回の授業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 1    恵考・判断・表現   | 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

'図形の性質,場合の数と確率に

ついての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解している。

・数学と人間の活動の関係につい

て認識を深めている。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

図形の構成要素間の関係など

に着日し,図形の性質を見いだ

し,論理的に考察する力,不確

実な事象に若日し,確率の性質

などに基づいて事象の起 こり

やすさを判断する力,数学と人

間の活動との関わりに着日し,

事象に数学の構造を見いだし,

数理的に考察する力を身に付

けている。

・数学のよさを認識し数学を活用

しようとしたり,粘 り強く考え

数学的論拠に基づき判断しよう

としたりしている。

・問題解決の過程を振 り返って

考察を深めたり,評価・改善し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査 課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト

小 テ トス



学期 学習内容
学習の到逹目標

知識・技能   i  思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

場合の数と確率 ・集合の妻末の個数に関

する基本的な関係や和の

法則,積の法則などの数

え上げの原則について理

解している。
・具体的な事象を基に順

列及び組合せの意味を理

解し,順列の総数や組合
せの総数を求めることが

できる。
・確率の意味や基本的な

法則についての理解を深

め,それらを用いて事象の

確率や期待値を求めるこ

とができる。
・独立な試行の意味を理

解し,独立な試行の確率

を求めることができる。
・条件付き確率の意味を

理解し,簡 単な場合につ

いて条件付き確率を求め

ることができる。

,事 象の構造などに着日

し,場合の数を求める方

法を多面的に考察するこ

とができる。
・確率の性質や法則に着

日し,確率を求める方法を

多面的に考察することが

できる。
・確率の性質などに基づ

いて事象の起こりやすさを

判断したり,期待値を意思

決定に活用したりすること

ができる。

・事象を場合の数や確率

の考えを用いて考察する

よさを認識し,問題解決に

それらを活用しようとした

り,粘 り強く考え数学的論

拠に基づき判断しようとし

たりしている。
・問題解決の過程 を振り

退つて考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

図形の性質 ・三角形に関する基本的

な性質について理解して

いる。
こ円に関する基本的な性

質について理解している。
・空間図形に関する基本

的な性質について理解し
ている。

'図 形の構成要素間の

関係や既に学習した図形
の性質に着日し,図 形の

新たな性質を見いだし,そ

の性質について論理的に

考察したり説明したりする
ことができる。
・コンピュータなどの情報

機器を用いて図形を表す

などして,図形の性質や作

図について統合的・発展

的に考察することができ

る。

・事象を図形の性質の考

えを用いて考察するよさを

認識し,問題解決にそれら

を活用しようとしたり,粘
り強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程 を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

いる。

数学と人間の活動 ・数量や図形に関する概

念などと人間の活動の

関わりについて理解して

t｀ る。
・数学史的な話題 ,数理

的なゲームやパズルなど

を通して,数学と文化との

関わりについて理解して

いる。

・数量や図形に関する概

念などを,関′せに基づいて

発展させ考察することが

できる。
・パズルなどに数学的な

要素を見いだし,目 的に

Aじて数学を活用して考

察することができる。

。人間の活動における数

学のよさを認識し,様々

な場面で数学を活用しよ

うとしたり,粘 り強く考え数

学的論拠に基づき判断し

ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとして

も`る。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 材

数 学 理数数学Ⅱ (数学 B)
教科書 :高等学校数学 B[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)数列,統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,数学と社

会生活との関わりについて認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈したり,数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)離散的な変化の規則性に着目し,事象を数学的に表現し考察する力,確率分布や標本分布の性質に

着日し,母集団の傾向を推測し判断したり,標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力,

日常の事象や社会の事象を数学化し,問題を解決したり,解決の過程や結果を振り退って考察した

りする力を養う。

(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り返って考察を深めたり,評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を基う。

授業形態

ア ドバイス

など

Lコ Tス (習熱度別)での投業です。

1回 の投業で平均して,3～ 4ペ ージを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。

副教材の問題集は,毎回持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 1   思考 。判断・表現    | 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

数列,統計的な推測についての

基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解している。

数学 と社会生活 との関わ りに

ついて認識を深めている。

事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

離散的な変化の規則性に着目

し,事象を数学的に表現 し考察

する力,確率分布や標本分布の

性質に着目し,母集団の傾向を

推測し判断したり,標本調査の

方法や結果を批判的に考察 し

たりする力,日 常の事象や社会

の事象を数学化し,問題を解決

したり,解決の過程や結果を振

り退って考察 したりする力を

身に付けている。

・数学のよさを認識 し積極的に

数学を活用しようとしたり,粘
り強 く柔軟に考 え数学的論撫

に基づき判断 しようとしたりし

ている。

・問題解決の過程 を振 り退 って

考察を深めたり,評価・改善 し

たりしようとしてぃる。

理解カ

判断カ

教巻カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査

州ヽテス ト

課題の取組

振 り返 り

今後の改善シー ト



学期 学習内容
学習の到違目標

知識 。技能 思者 ,判断・表現 主体的に学習に取り組

後
期

数列 ・等差数列と等比数列に

ついて理解し,それらの

一般項や和を求めるこ

とができる。
・いろいろな数列の一般

項や和 を求める方法

について理解していると
・漸化式について理解し,

事象の変化 を漸化式

で表 したり,簡 単な漸

化式で表された数列

の一般項を求めたりす

ること力ぐできる。
・数学的帰納法について

理解している。

・事象から縦散的な変化

を見いだし,それらの変

化の規則性を数学的に

表現し考察することがで

きる。
・事象の尋帰的な関係に

若 目し,日 常の事象や

社会の事象などを数学

的に捉え,数 列の考え

を問題解決に活用する

ことができる。    :
・自然数の性質を見いだ

し,それらを数学的帰納

法を用いて証明するとと

もに,他 の証明方法と比

較 し多面的に考察する

ことができる。

・事象を数列の考えを用

いて考察するよさを認識

し,問題解決にそれらを

活用しようとしたり,粘り

強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程を振り

退つて考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

している。

備考



谷和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

数学 理数数学Ⅱ (数学 B)
教科書 :高等学校数学 B[数研出版]

副教材 :4プロセス完成ノー ト[数研出版]

学習の

ねらい

数学的な見方・考え方を働かせ,数学的活動を通して,数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

する。

(1)数列,統計的な推測につぃての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに,数学と社

会生活との関わりについて認識を深め,事象を数学化したり,数学的に解釈したり,数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)離散的な変化の規則性に着目し,事象を数学的に表現し考察する力,確率分布や標本分布の性質に

着日し,母集団の傾向を推測し判断したり,標本調査の方法や結果を批判的に考察したりするヵ,

日常の事象や社会の事象を数学化し,問題を解決したり,解決の過程や結果を振り退って考察した

りする力を養う。

(3)数学のよさを認識 し数学を活用しようとする態度,粘 り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過程を振り退って考察を深めたり,評価・改善 したりしようとする

態度や創造性の基礎を基うc

投業形態

ア ドバイス

など

Rコ ース (習熱度別)での投業です。

1回の投業で平均して,3～ 4ページを進みます。予習では,本文を読み,例題を解いておきましょう。
副教材の問題集は,毎日持ってきましょう。

評価の観点 知識・技能 思考 :判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・数列,統計的な推測についての

基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解している。

・数学 と社会生活 との関わ りに

ついて認識を深めている。

・事象を数学化したり,数学的に

解釈 したり,数学的に表現・処

理 したりすることに関する技能

を身に付けている。

離散的な変化の規則性に着日

し,事象を数学的に表現し考察

する力,確率分布や標本分布の

性質に若目し,母集団の傾向を

推測し判断したり,標本調査の

方法や結果を批判的に考察し

たりする力,日 常の事象や社会

の事象を数学化し,問題を解決

したり,解決の過程や結果を振

り返って考察 したりする力を

身に付けている。

・数学のよさを認識 し積極的に

数学を活用しようとしたり,粘
り強 く柔軟 に考 え数学的論拠

に基づき判断 しようとしたりし

ている。

・問題解決の過程 を振 り退って

考察を深めたり,評価・改善 し

たりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教基カ

考えるカ

思考カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト

定期考査 課題の取組

振 り退 り

今後の改善シー ト

小テス ト



学期 学習内容
学習の到注目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

後
期

数列 ・等差数列と等比数列に
ついて理解し,それらの
一般項や和を求めるこ
とお゙できる。

。いろいろな数列の一般

項や和 を求める方法
について理解している。

・漸化式について理解し,

事象の変化を漸化式
で表したり,簡 単な漸

化式で表された数列
の一般項を求めたりす

ることができる。
・数学的帰納法について

理解している。

象から離散的な変化
を見いだし,それらの変

化の規則性を数学的に

表現し考察することがで

きる。
・事象の再帰的な関係に

着 日し,日 常の事象や

社会の事象などを数学

的に捉え,数 列の考え

を問題解決に活用する
ことができる。

・自然数の性質を見いだ

し,それらを数学的帰納

法を用いて証明するとと

もに,他の証明方法と比

較し多面的に考察する
ことができる。

事象を数列の えを用
いて考察するよさを認識

し,問題解決にそれらを

活用しようとしたり,粘 り

強く考え数学的論拠に

基づき判断しようとしたり

している。
・問題解決の過程を振り

退って考察を深めたり,

評価・改善したりしようと

しているc

備考


